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要約 

本研究の目的は，自閉性障害(autism spectrum disorder：以下ASD)児が示す文法理解の特質を検討

するため，J.COSS日本語理解テストを実施し，理解が困難項目を特定すること。また，ASDの日本語

理解の特質として示された受動文の問題に対して，理解促進のための教育的支援を実施し，その有効性

を検討することである。対象児は8歳から11歳までの特定不能のASD児4名。J.COSS日本語理解テ

ストを用いて対象児の文法理解力を評価した結果，対象児は全員受動文の問題を能動文と誤って解釈し

ていることが誤反応分析から示唆された。そこで，受動文理解促進支援課題として，視覚刺激を活用し

て絵と文章による見本合わせ法を二週に1回6か月半実施した結果，対象児たちの能動文と受動文の理

解が促進された。また，部分的ではあるが，日常生活への般化も認められた。これらの結果から，ASD

児において，受動文理解は困難な問題であるが，視覚刺激を活用した支援課題は受動文理解を促進する

有効な介入方法であることが示唆された。 
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はじめに 

 自閉性障害（Autistic Spectrum Disorder;以下ASD）や学習障害，ADHDをはじめとする発達障害

児はコミュニケーションの遅れや障害が示唆されている。その原因には，言語のみに特化した障害とい

うよりも，視知覚入出力情報や記憶の問題，社会性の障害など，原因はさまざまである。発達障害児た

ちが示すコミュニケーションの問題にはどのようなものがあるのだろうか？またどのような原因によっ

てコミュニケーションに問題が生じているのだろうか？障害ごとの特質を評価することで，残存機能や

障害の特質を活用した適切な教育的支援を行うことが可能になると考えられる。コミュニケーションの

問題が少しでも緩和されることで，日常生活でよりよく適応できる可能性が高くなると考えられる。 

 発達障害のひとつであるアスペルガー障害は言語に著しい遅れがなく（DSM-Ⅳ-TR; APA 2000)，語

彙知識や単語理解などの言語性 IQ は保たれている（Koyama ら 2007）。しかし，言語性 IQ に問題が

なくとも，アスペルガー障害を含む ASD の子供たちは周囲の者と共同注意を行なうことが困難で，養

育者との相互作用が欠如している（Charman ら 1997）。この社会的相互作用の欠如により，ASDは言
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語発達が遅滞すると報告されている(Gillberg and Gillberg 1989)。また，ASDは奇妙な発話(Szatmari

ら 1989)など言語を使用する場合の語用論面での問題も指摘されている。さらに，ASDは聴覚的知覚に

特異性があり(Jansson-Verkasalo ら 2003)，語彙知識ではなく，文法理解の障害が指摘されている

(Bishop and Baird 2001)。文法理解力は児童期以降も発達する(中川・小山 2005)。そのため，ASDで

は語彙知識に遅滞や障害が認められなくとも，文法項目を含めた全般的な言語能力になんらかの発達的

問題や障害が生じている可能性がある。 

 ASDは文法理解の中でも，特に受動文の理解に著しい困難を示すことが示唆されている（中川 2010）。

受動文は 6 歳以降(国立国語研究所 1977)の小学校 1 年から 2 年で理解が可能になる項目である（中川

ら 2005）。しかし，特異的言語発達障害児では幼少期の聴覚障害により語尾変化や授受関係の理解に障

害があり(Tallalら 1996; Bishop 1997)，アルツハイマー病(Bickel ら 2000)やパーキンソン病(Terziら 

2005)，失語症(Grodzinsky 2000， Bastiaanse & Zonneveld 2006)でも受動文理解の障害が指摘されて

いる。つまり，コミュニケーションになんらかの障害がある者にとって，受動文の理解が困難になる可

能性は高いと考えられており，失語症構文理解テスト（藤田・三宅 2000）などの言語障害者を対象と

したテストにも受動文の問題が含まれている。しかし，このテストでは，対象者がどのように文を誤っ

て解釈しているかを評価することができない。ASDが示す受動文理解の問題がどのような解釈によるも

のかを評価することで，適切な教育的支援が可能になると考えられる。 

 一方，受動文の理解を促進する課題として，国立国語研究所 (1977)は能動文から受動文への変換モデ

ルを提示し，それを模倣させることで，理解が促進されることを示している。しかし，ASDは他者の心

を理解する心の理論の障害など，社会性に問題がある。能動文では文頭の主語を動作者として文を理解

することができるが，受動文は文頭の主語が動作を受ける非動作者となる。主語が非動作者となる文を

理解することが困難ならば，変換モデルを模倣しても，受動文の理解を支援することは難しいと考えら

れる。 

 そこで，本研究は ASD 児が示す文法理解の特質を検討するため，J.COSS 日本語理解テストを実施

し，理解が困難項目を特定すること。また， ASD の特質として示された受動文の問題に対して，理解

促進のための教育的支援を実施し，その効果を検討する。 

 

方法 

1 .対象児 

 障害児療育センターと障害児デイケアセンターに通所する特定不能の ASD 児 4 名。対人的相互反応

とコミュニケーションの質的障害があるが，行動，興味，および活動の限定された反復的で情動的な様

式は認められない。学年は小学校2年から5年(対象1:5年男児，対象2:5年女児，対象3:4年男児，対

象4:2年女児)。全対象児とも通常学級に在籍し，特別支援学級などへの通級はなく，知的レベルは健常

児の範囲と判定されている。言語能力は，対象1は自発的な発話があまり見られないが，簡単な指示に
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対する理解は良好であった。全対象児ともにプロソディは抑揚が平板で，情動表現は認められなかった。

人称代名詞（あなた←→私）の誤りはなかった。調査にあたっては，事前に施設責任者と養育者から同

意を得て実施した。 

 

2. 評価と支援  

 日本理文法理解力の評価と誤反応分析：対象児の日本語文法理解力を評価するために，J.COSS 日本

語理解テスト（中川他 2010）を用いた。J.COSS 日本語理解テストは，第一部（語彙チェック）と第

二部（文の理解）から構成されている。第一部は第二部で使用する語彙の理解状況を評価するもので，

名詞 27 語，動詞 8 語，形容詞 5 語から構成されている。第二部は文法理解力を評価するもので，二要

素結合文・否定文・置換可能文・受動文・比較表現・格助詞など 20 種類の文法項目に対して，項目ご

とに問題が 4 問ずつ設定された 80 問から構成されている。解答選択肢はカラーイラストで，第一部は

品詞ごとに絵で表現された各語彙が配置されている。第二部は問題文が絵で表現された4種類の選択肢

（正答1と，名詞や動詞，授受関係や格助詞などが誤った誤答3種類；Figure 1）が問題ごとに準備さ

れている。誤反応分析は，4 種類の選択肢のどれを選択したかを分析することよって，対象児が問題文

をどのように解釈しているかを評価することができる。 

 

 

Figure1. 受動文の回答選択肢の一例：問題 53:馬は女の子においかけられています（口頭提示） 

解答選択肢は各問題に対して4種類準備されており、すべてカラー印刷されている 

 教育的支援：受動文の理解促進課題として， “押しています”と“追いかけています”の動詞を用い

た二者関係(女の子・男の子・馬・犬・猫・羊・象)の能動文と受動文を各24種類用いた。目標は，第1

目標：能動文に動作者のみが含まれる文の理解(例えば，“女の子が追いかけています”)から，第2目標：

能動文に非動作者のみが含まれる文の理解，第3目標：能動文に動作者と非動作者が含まれる文の理解，

第4目標：受動文に動作者のみが含まれる文の理解，第5目標：受動文に非動作者のみが含まれる文の

理解，第 6 目標：受動文に動作者と非動作者が含まれる文の理解(例えば，“馬は女の子に追いかけられ

<動詞の誤り> 

<名詞の誤り>

<正解>

<授受関係の誤り>
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ています”)の6段階設定した（Figure 2）。問題文は横長用紙に文字で表記し，対応する選択肢として，

問題文を絵で表現した能動文と受動文の 2 種類を準備した。視覚的手がかりは下線と背景色を用いた。

視覚的手がかりは，動作者もしくは非動作者の文と絵に下線（赤，青）を付加し，①文と絵の両方に手

がかりがある状態から，②文のみ，③両者に手がかりがない状態へと3段階設定した。背景色は文と絵

ともに，能動文では白色を，受動文では黄色を採用した（Figure 3）。 

 

 

Figure2. 受動文支援課題の目標と視覚的手がかり付加条件 

 

ぞう おとこのこ お

象は男の子を押しています。

問題文

選択肢１ 選択肢２

強化子なし 強化子あり

どっち？

 

Figure3. 受動文支援課題の一例（第3目標：能動文-動作者と非動作者の理解の課題で， 
視覚的手がかりとしては＜下線＞を文と絵に付加した条件） 

(選択肢1,2はカラーで背景色は白色、選択肢と問題文の下線は赤色) 

3. 手続き 

 日本理文法理解力の評価と誤反応分析：検査者と対象児が1対1で対応する個別検査法でJ.COSS日

本語理解テスト（中川他 2010）を実施した。J.COSS 日本語理解テストの実施マニュアルに従い，第

一部の名詞については，対象児は各絵を命名するよう要求された。動詞と形容詞，ならびに第二部の問

題については，検査者が口頭で読んだ問題に対して，対象児は問題と一致する絵を選択肢の中から1つ

選択するよう要求された。ただし，発話に問題のある対象1には，第一部の名詞についても指差し法で

解答を要求した。所要時間は一人あたり20～45分程度であった。 

 教育的支援：文字と絵による見本合わせ法を検査者と対象児が1対1で対応する個別方式で実施した。

• 第1目標:能動文-動作者の理解 
• 第2目標：能動文-非動作者の理解 
• 第3目標：能動文-動作者と非動作者の理解 
• 第4目標：受動文-動作者の理解 
• 第5目標：受動文-非動作者の理解 
• 第6目標：受動文-動作者と非動作者の理解 

視覚的手がかり 
＜下線＞ 

  ①文と絵 
  ②文のみ 
  ③なし 

視覚的手がかり 
＜背景色＞ 
能動文：白色 
受動文：黄色 
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対象児は問題文と二種類の解答選択肢の絵（能動表現もしくは受動表現）が同時に提示され，視覚的手

がかりをもとに，問題文と一致する絵を 1 つ選択するよう要求された(Figure 3)。強化子は，対象児が

興味を示すぬいぐるみや光るおもちゃで遊ぶこと，検査者と実際に遊ぶこととした。各目標は各視覚的

手がかりの付加条件で順番に実施し，すべての問題に正答した場合に次の目標にすすんだ。途中で誤答

が生じた場合は一段階戻り，視覚的手がかりに注目するよう促しながら，全問題が正答するまで練習を

行った。所要時間は1回30～40分を二週間に1回6ヶ月半実施した。 

 

結果 

 日本語理解力の評価と誤反応分析：J.COSS 日本語理解テスト第一部（語彙チェック）において，対

象児の語彙知識を評価した結果，理解が困難な語彙はなかった。第二部（文の理解）では，各項目内の

4 問をすべて正答した場合にその項目を通過したとみなし，対象児ごとに，項目通過率を示したものが

Table 1である。また，3歳から12歳までの日本語母語児の文法理解の発達過程(中川ら 2005)を指標と

して，通過項目数と正答率から各対象児の文法理解の発達水準を分析した結果，対象1は幼稚園年少か

ら年中程度，対象2と対象3は幼稚園年長程度，対象4は年齢相応の小学校1年から2年程度の文法理

解力であると推察された。 

 

 Table1. 項目別正答と通過項目数 Table 2.置換可能文と受動文の問題 

 

 受動文の項目で設定された4つの問題の正答率を見ると，全対象児が4種類の問題をすべて誤る傾向

が示された（Table 2）。そこで，解答選択肢（Figure 1）の選択状況から問題文をどのように誤ってい

るかの誤反応分析を行った結果，全対象児が動作者と非動作者を反対に解釈した選択肢を選択していた。

つまり，全対象児ともに受動文を能動文として解釈する一貫した傾向が示された（例えば，“馬は女の子

に追いかけられています”の問題に対して，“馬が女の子を追いかけている” Figure 1授受関係の誤り

の絵を選択）。また，実際の受動文の状況を，検査者や対象児，人形により再現し，能動文から受動文へ
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の変換のモデルを示して理解促進を図ったが，授受関係を誤って解釈する傾向に変わりはなかった。さ

らに，動作者と非動作者の関係が意味的に推測しやすい非可逆文（例えば，“トンボは男の子に追いかけ

られています”）の問題を 6 種類作成し，動作者と非動作者の授受関係が異なる 2 種類の二者関係選択肢

からどちらかを選択するよう要求したが，能動文と受動文にかかわらず，助詞が“が” “を” “に”に

かかわらず，全対象児ともに，全ての問題で文頭の主語を動作者として解釈する顕著な傾向が示された。 

 教育的支援：置換可能文が 50%以上正答している 3 人の対象児（対象 1，対象 2，対象 3）を対象に

（Table 2），受動文を理解するための教育的支援を第1目標から第6目標まで視覚的手がかり①②③の

順番で実施した。支援初回は，第1目標：能動文-動作者の理解として，教育的支援実施の初日に視覚的

手がかり①②③の順に実施し，理解が可能となった。支援2回目は，第1目標を復習し，視覚的手がか

りの意味を再度認識させてから，第2目標を実施し，視覚的手がかり①②③の順番に理解が可能となっ

た。支援3回目と4回目は，第2目標を復習してから第3目標を実施し，①②③の順番に理解が可能と

なった。支援 5 回目～７回目は，第 3 目標を復習してから第 4 目標：受動文-動作者の理解を実施した

が，視覚的手がかり①の段階でつまずき，第3目標にもどり，視覚的手がかりと問題文の関係を強調し

ながら，第 3 目標と第 4 目標を繰り返し実施し，なんとか視覚的手がかり①②③で問題を理解できた。

支援 8 回目～10 回目は，第 4 目標を復習してから第 5 目標：受動文非動作者の理解を視覚的手がかり

①②③の順番で実施し，理解が可能となった。支援11回目～13回目は，第6目標：受動文‐動作者と

非動作者の理解を視覚的手がかり①②③の順番に理解が可能となった。支援 14 回目はこれまでのおさ

らいと，日常生活への般化を確認した。第1目標から第6目標までを，視覚的手がかり③なしで問題を

提示し，選択肢を選ぶ問題を実施したところ，すべての問題に正答することができた。そこで，日常生

活への般化を確認するため，対象児の中の 1 人（対象 3）と検査者が押している状況と追いかけている

状況で，検査者が受動文の問題を口頭で指示したところ（例：“検査者は対象 3 に押されています。”），

対象3は “押されている”状況は100%再現できた。また，“追いかけられている”状況も50%再現す

ることができた。さらに，対象児3人にJ.COSS日本語理解テストを用いて，置換可能文と受動文の項

目の問題を行ったところ，対象児はいずれの問題も全問正答することができた。  

 

考察 

 本研究の目的は，自閉性障害(Autism Spectrum Disorder：ASD)児が示す文法理解の特質を検討する

ため，J.COSS日本語理解テストを実施し，理解が困難な文法項目を特定すること。また，ASD児の特

質として示された受動文の問題に対して，理解促進のための教育的支援を実施し，その有効性を検討す

ることであった。 

 今回対象となった ASD 児の日本語理解力は語彙レベルにとどまらず，二要素が結合した文章を口頭

提示した場合の理解にも困難は示されなかった。しかし，対象児の日本語理解の発達水準は4人中3人

に遅れが認められ，遅れが示されなかった児童を含む全対象児は，受動文を一貫して能動文と解釈する
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誤反応が示された。アスペルガー障害は言語に著しい遅れがなく，ASD児の中には，幼児期までに適切

な人称や前置詞を使用して伝達的対話が出来る段階へと経過する者もいる (Kanner 1973)。語彙や二語

文が理解可能な発達水準は簡単な意志伝達が可能であると考えられるが，二語文以降も文法理解力は発

達する（中川ら 2005）。対象となった ASD 児は語彙や簡単な意志伝達に問題はなく，Kanner が示し

た言語発達過程の最終段階に到達していると考えられる。しかし，言語性 IQ に低下が認められなくて

もアスペルガー障害を含む ASD においては，児童期以降の文法理解力に困難が生じている可能性があ

ることが示唆されたと考えられる。 

 ASD児における日本語文法理解の特質として，非可逆文を含む受動文を能動文として解釈する一貫し

た傾向が示された。受動文は 6 歳以降(国立国語研究所 1977)の小学校 1 年から 2 年に理解可能になる

項目である（中川ら 2005）。しかし，さまざまなコミュニケーション障害では受動文理解に問題がある 

(Tallal ら 1996; Bishop 1997; Bickel ら 2000 など)。そのため，失語症構文理解テスト（藤田・三宅 

2000）などの言語障害者を対象としたテストには受動文の問題が含まれている。つまり，コミュニケー

ションになんらかの障害がある者にとって，受動文の理解が困難になる可能性は高い。本研究では，実

際に授受関係が生じる場面を検査者と対象児で再現しても，非可逆受動文を用いても，さらに，能動文

から受動文への変換をモデルで示しても，対象児はいずれも一貫して文頭の主語を動作者として解釈し

ていた。したがって，ASD児の受動文理解は，単に能動文から受動文への変換見本を模倣させる方法(国

立国語研究所 1977)だけでは理解が促進されるとは考えられない。つまり，ASD児では受動文の概念そ

のものの理解に障害があり，文頭の主語が非動作者となる文もあるというレベルから教育的支援を行う

必要があると考えられる。 

 自閉性障害の特徴は，周囲のことばを理解することが難しく（Elgar & Wing 1969），言語性聴覚刺激へ

の無関心さや，視覚的刺激への選好が指摘されている（Thiemann & Goldstein 2001）。そのため，口頭

による説明で対象児が課題を理解することは困難と考えられる。また，自閉性障害児への療育であるThe 

Treatment and Education of Autistic and Relared Communication Handicapped Children 

（TEACCH）program は視覚刺激を用いて時間と場所の構造化が行われ（Panerai ら 2002），応用行動

分析（Applied Behavior Analysis; ABA）はスモールステップの原理で無理なく日常生活習慣を獲得して

いく（Hornerら 1988）。そこで，これらの療育方法を参考に，視覚的手がかりを用いて， 文字と絵によ

る見本合わせ法の手続きとスモールステップの原理で支援課題を行った。さらに，ASD児はコミュニケー

ション意図が理解できないために，達成感や喜びが感じにくいため，対象児が興味を示したぬいぐるみや

光のおもちゃ，信頼関係を築いた検査者との遊びを強化子として採用した。このような ASD の症状とさ

まざまな療育方法の特徴を取り入れ，J.COSS 日本語理解テスト（中川ら 2010）による評価結果をもと

に，置換可能文が理解可能な3人を対象に能動文の段階から教育的支援課題を行った。つまり，既知の段

階から課題を導入することで，検査者がことばで説明することなしに，対象児自身が文字と絵による見本

合わせ法の手続きや，視覚的手がかりと強化子の意味を理解できるようになり，対象児は理解が困難であ
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った受動文とはどのようなものかを学習し，日常生活への部分的般化ができたと考えられる。 

 ASD の特徴には，オウム返しにする反響言語や，言語性聴覚刺激への無関心さ，視覚刺激への選好，

不適切な話しことば（小山 2009a）などがあり，聴覚刺激を用いるよりも視覚的刺激の理解が良好と考

えられている。今回の支援ではこれらの特徴を活用して，発話を要求することなく，視覚刺激を用いて

無理なく学習できる教育的支援を行った。また，ASDはコミュニケーション意図が理解できないために，

相互理解の達成感や喜びが感じにくいといわれている。この点を考慮して，今回は正答には物理的報酬

を提示するオペラント条件づけの手続きを採用して授受関係の法則獲得を支援した。ASDは他者とのコ

ミュニケーションを嫌悪しているわけではない。コミュニケーションの意図が理解できずに障害に苦し

むのである。このような障害児・者に，障害の特徴を活用して楽しく学べる個別支援が実施可能ならば，

言語の発達はさらに促進されるのではないだろうか。ことばの発達の遅れや障害は，生涯にわたって発

達する（中川ら 2005）。もし、コミュニケーションに問題があるのならば，障害の特質を生かした個別

の教育支援や言語指導を行うことで，少しは社会適用が発展する可能性が考えられる。  

 従来の言語障害児への指導は子どもが示す問題部分（欠陥）に直接アプローチして問題を克服させよ

うとするものであった。しかし，このような指導方法では，何度も繰り返される訓練から子どもは失敗

感を経験し，自信の喪失や自己不全感を持たせることもあるという（大石 1998）。また，他者との交流

を通じて社会性やコミュニケーションを指導するRDIモデル（ガスティン 2006）や，相互交渉により

信頼関係を構築し，象徴機能の発達を支援する方法（小山 2009b）などの語用論的支援は，子どもにふ

さわしい生活環境やコミュニケーション環境を作ることに目標が設定されているが，言語そのものへの

理解を支援するものではない。言語の問題は長年にわたり本人を苦しめるものであり，本質的な言語の

問題を一歩一歩改善する必要がある。文法理解力とその誤反応を詳細に評価することで，ことばの障害

領域を特定し，適切な言語発達支援を早期に実施することで日常生活が少しでも不安の少ないものにな

るのならば，今回のような言語発達支援は有効な方法なのではないだろうか。今後，このような教育的

支援を継続することで，さらに日常生活への展開が期待される。また，学習障害児などの発達障害児や

高次脳機能障害者へと支援対象範囲を拡大し，また，授受関係のみならず，助詞関連項目や否定表現な

どをも対象領域として発展させる必要がある。特別支援教育のあり方は，一人ひとりの教育的ニーズに

応じて，特別の教育的支援を行うという視点に立ち，教育的対応を考えるものである。つまり，障害児・

者一人ひとりの文法理解力を適切に評価し，各対象児の障害領域に対応した個別の理解促進支援課題を

実施することが一人ひとりの能力に応じた教育的支援であると考えられる。 
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注 

 平成20年度～平成22年度文部科学省科学研究費助成金基盤研究(C)(課題番号：23530872，代表：中

川佳子)の助成を受け行われたものである。 

 J.COSSとは，JWU Japanese test for Comprehension Of Syntax and Semantics.の省略である。

J.COSSに関する問い合わせは以下のURL から受け付けている。http://homepage2.nifty.com/Jcoss/ 
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